
せて行う 2 つの場合があるが，その業務の性質上通運事業者に

諮負わせる場合が多い。

国鉄の集貨制度が確立されたのは，昭和 9 ・ 10 ・ 1 特別小口扱貨

物について，従来配達のみにかぎった取扱を，戸口から戸口へ

とし 、 う鉄道貨物輸送究駆の目的にそわせるため，集貨をも議負

方式により 開始しt，:のがその最初である。その後幾度かの変造

はあ ったが，この制度は昭和 24 ・ 5 ・ 25 翁負業務の全間的還元が

断行されるにおよんで廃止されたが， 昭和 32 ・ 4 ・ 1 から宅扱制度

において復活した。(重森直樹)

しゅうか し e 私有貨車 国鉄において貨物の運送に使用する

車両は鉄道が準備し，荷主は貸11;:を所有しないことが原貝IJであ

るが，特殊な貨物の輸送のために， ~寺 )JIJな隣造 ・ 特殊な装置を

必要とする貨車で， 一般の荷主には必要のないようなものは，

鉄道で戦術することは運用上の円滑を欠くことがあり，また巡

貨もレちじるしく;宮i くなるから，かえって荷主が準備するほう

が，鉄道荷主ともに利益することがある。私有貨車とは，この

ように国鉄以外の者の所有する貨車で 1ド籍を国鉄に編入した

ものをいう。ただし国鉄が述絡運輸機関以外のものに貸渡した

貨車も私有貨車と称しているが，これは貨車の運用上そうした

方が便利だからであって， 本来の意味の私有貨車でtまな L 、。

私有貨車がわが国の鉄道で初めて巡転されるようになったの

は明治 33 年で， 東京浅野石油会社が自己所有の油槽(ゆそう)111 

をもって石油運搬を願出て，当時の鉄道作業局がこれを許可し，

国鉄と会社との聞に契約によって平雨の保守ならびに運転に必

要な諸経費の負担等を定めて， 私有貨車が誕生したのである。

私有貨車の取扱に関して þ}めて成文的な規定が設けられたの

は， 明治 40 ・ 9 鉄運乙第 970 号であり，この規定では国鉄線内の

運転を許可された私有貨車は， その新製に当つては国鉄車両と

同機にし，その桝造上の承認を受けること，その後の車両検査お

よび修絡の司1項等について明示している。その後この私有事の

巡転・検査 ・修理!に l鉛する取扱方は明治 40 ・ 10 ・ 11 鉄運乙第1198

号および同年 10 ・ 19 鉄運乙第 1278 号をも っ て一部改正されて

いるが，明治 42 ・ 4 ・ 1 3..迷第 2 ，71 号で全面的な改正が行われ，こ

の遠から甲号車・乙号車によ って検修上の取扱が異なって来て

いる。すなわち第 4 条に L当院(鉄道院)の過失に基因せずして

私有貨車が{政調したる場合には左の手続をなすべし

1 101' 号表所放の私有貨Ijiは所定の場所までこれを回送し，

所有者に引渡しの手続をなすこと。ただしその修繕施行方特に

依抱~ありたるときは， 次号同様の取級をなすことを嬰す。

l 乙号表所11責の私有貨車は院有車両同械の取扱をなし，そ

の修繕ìl'l用を所有者ーより徴収すること J

とな っ ている。この規程はさらに大正 7 ・ 4 ・ 1 に私有貨車取扱手

続として明文化され， 現在の規程の根底の考え方を確立したの

であるが，このとき初めて私有貨車の定義が規定され L私有貨

車とは会社または個人の所有に係る貨111にして，当省の11<籍に

編入せるものをいう 1 とな った。

手ム有j;'PI正は国鉄の有する 1'î車に関する規定を適用するのはも

ちろん， IOfl 号私有貨車，乙号私有:J.'í:llïに分け， 甲号私有1司王手は

11ï体操記番号の下に幅 25 mm， 長さ祷号と同長の白線 l 条を画

して標示する こ とにな っている。なおこれは契約によって次表

のように制l叶される。

検査・修繕は国鉄の負担において施行するが，つぎに掲げる

ものは所有者が施行する。(ただし特に委託を受けた場合はそ

の費用を徴収し国鉄で施行できる)。

(1) 乙号の 3-7 までの貨車は専用タ γ クおよびその付属品

に対する修繕。

しゅ うかし 々

事極または専用組別

剖大物平
大物事(車輪直径 730mm 未満のもの)

傾発r由，石油類， :<<\i由，植物油，ベンゾ- Jレ ， か性ソ ー

ダ液， 7 '/モュア 7k. クレオソ ート， ソフトピ γ チ ， に

乙号の 1 がり， 糖蜜， 濃硫殴，発煙硫酸，濃硫酸および発煙硫殿，

二硫化炭素， アルミナ， トリクレン， トリオール，亜硫

駿，勺レプ~液

乙号の 2 7Jレコ ー ル p メタノ ー Iレ ， プタノ -Jレ. 7 セト γ

乙号の 3 稀(き)硫1í1，稀硫鮫およびりん硫， りん酸

乙号の 4
i直酸，塩酸およひ味液. s 駿肥液，か性ソーダ液(内部

ゴムライニング)

稀硝酸，濃硝酸，自骨rlJ'. ~昔酸エチノレ，ホルマリン，石炭

乙号の 5 E宝 ， セメント，メタノ ル(アルミニウムまたはステソ

レコミ製タンクのもの)

乙号の 6 液体アンモニ 7

乙号の 7 液体h塩素

(2) 甲種修繕の程度をこえた修繕。

(3) 乙号の 1 のタンクに取付けられた， しゃ熱装置および保

視装置に対する修繕。

(4)車体外部を灰白色および黄色に塗ってある私有貨車の消掃

および塗粧の補修。

草ム有貨車は承認を受けた場合のほか，専用極別以外の貨物を

積載することはできないe また常備駅を定めてあり，~車で留

置する場合は，常自Ijj駅所在の使用者の専用線内に収容しておく

ことが定められている。

従来の甲号 ・ 乙号の別は検査修繕の分担筒所によって区分さ

れており，甲号は所有者 ・ 乙号は国鉄の負担で一定の年微を定

めていたが，改正されて前記のようになったのであって， 検査

修繕に要する費用は巡賃の中に含まれており，特別に徴収しな

いのである。所有者の音I1合で国鉄で施行すべき修絡を所有者が

行う場合には，国鉄職員立合の下に，所有者の負担において行

うことになっている。

私有貨車は昭和 32 ・ 3 現在で 4 ，902 丙であって，車種には大物

事とタンク事とホッパ事がある。大物事は主として車両メ ーカ

ー，もしくは重工業会社の所有であって， 自らの車両や重量物

の運搬用として使用され，その数は 44 両にすぎない。現在の私

有貨車の大部分はタ γ ク事である。

大物事は甲号私有貨"11，その他は乙号私有貨車となっている。

私有貨車の事籍編入は次の条件と手続による。

1 私有貨車の車籍編入の条件

私有貨車を国鉄の事絡に編入するには，次の条件を備えてい

なければならない。

(1) 私有貨車の所有者は専用線を保有していること。

(2) 運用区域によ っては，私有貨車の保有を認められない場

合があること。

(3) 常備駅を定めること。

(4) 車両設計が， 国鉄の諸規定に抵触しておらず，かつ安全

に運転できるものであること。

(5) 専用車E別の変更から勘案して， ある程度恒久性のあるも

のであること。

(6) 国鉄との問に車両の保守， 事故等の場合の撒恒等につい

て契約を結ぶこと。




